
表 3953　一日透析液使用量(L/日)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析単独患者）

治療方法
（新分類）

2未満 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

75 275 610 882 524 39 26 2,431 1,701 4,132 5.84 2.32

（％） (3.1) (11.3) (25.1) (36.3) (21.6) (1.6) (1.1) (100.0)
腹膜透析

（APD）
22 86 323 470 360 156 60 1,477 859 2,336 7.08 2.71

（％） (1.5) (5.8) (21.9) (31.8) (24.4) (10.6) (4.1) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

9 10 53 141 157 78 43 491 229 720 8.27 3.19

（％） (1.8) (2.0) (10.8) (28.7) (32.0) (15.9) (8.8) (100.0)
合計 106 371 986 1,493 1,041 273 129 4,399 2,789 7,188 6.53 2.70
（％） (2.4) (8.4) (22.4) (33.9) (23.7) (6.2) (2.9) (100.0)

記載なし
（％）
総計 106 371 986 1,493 1,041 273 129 4,399 2,789 7,188 6.53 2.70
（％） (2.4) (8.4) (22.4) (33.9) (23.7) (6.2) (2.9) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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